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令
和
五
年
度

第
四
十
三
回

原
南
学
区
敬
老
会

原
南
学
区
社
会
福
祉
協
議
会

令
和
五
年
度
原
南
学
区
敬
老
会
を
九
月
十
八
日
に
原
南
小
学

校
体
育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
長
年
中
止
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
四
年
ぶ
り

の
開
催
で
あ
り
、
沢
山
の
ご
長
寿
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

原
南
学
区
で
も
、
高

齢
化
が
進
み
八
十
歳
以

上
の
お
年
寄
り
が
五
六

〇
名
と
な
り
、
年

々
増

加
し
て
い
ま
す
が
代
理

出
席

の
方
を
含
め
、　
一

四
四
名
の
方

の
ご
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
各
種

団
体
に
よ
る
演
芸
を
楽

し
く
歓
談
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

地
域
各
組
織
に
よ
る

ご
協
力
に
よ
り
無
事
に

敬
老
会
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

卒
寿
を
迎
え

戸
野
寿
美
江

私
は
今
年
、
卒
寿
を
迎
え
て
、
こ
れ
ま
で
の
幾
星
霜
を
思
い
、
何

か
長
寿
を
祝
う
記
念
に
と
い
う
気
持
ち
で
敬
老
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
式
典
の
挨
拶
そ
し
て
演
芸
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
祗
園
東
中
学
校

ｏ
吹
奏
楽
、
原
南
小
学
校

・
歌
と
演
奏
、
祗
園

幼
稚
園

・
遊
戯
、
原
南
福
寿
会
と
原
南

女
性
会

・
民
踊
な
ど
、
楽
器
演
奏
や
歌

と
踊
り
を
皆
さ
ん
心
を
込
め
て
の
ご
岐

露
で
、
私
も
皆
さ
ん
と
共
に
音
楽
と
パ

フ
オ
ー

マ
ン
ス
に
熱
く
な
り
ま
し
た
。

敬
老
会
で
こ
の
よ
う
な
心
地
よ
い
体

験
を
さ
せ
て
頂
き
、
卒
寿
の
い
い
記
念

に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
ト

令和 5年度原南学区敬老会地区別参加者一覧

演芸プログラム

1、 吹 奏 楽 「マッケンサンバ 2」   祗園東中学校
「となりの トトロ      吹奏楽部

セレクション」ほか

2、 歌 と演奏 「ありがとう」      原南小学校
ふじ山 口うさぎ 口赤とんぼ  4年 生児童
見上げてごらん夜の星を
上を向いて歩こう

3、 遊   戯 「きつねダンス」     祗園幼稚園

年中園児

4、 民  踊 「ザ ロソーラン」     原南福寿会

5、 舞   踊 「串木野さのさ」    原南女性会

民踊グループ

原南学区社会福祉協議会

編 集

広 報 委 員 会

ステージは原南福寿会・民踊「ザ・ソーラン」

(令和 5年末80歳以上)

招待者
参加者

出席率
本人出席 代理出席 合計

上 町 内 会 66 17 4 の
乙 31.8%

上第 二町 内会 122 31 7 38 31.1%

中 町 内 会 114 Ｅ
Ｕ

Ｏ
乙 3 28 24.6%

西 町 内 会 104 ０
乙 6

７
ノ

０
乙 26.0%

長和 久町 内会
の
乙 6 0 6 28.6%

中通 り自治会 133 22 2 24 18.0%

計
△ 560 122 22 144 25.7%
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の`地域を目指して !

原南学区社会福祉協議会
原南学区においても、高齢化や単身世帯の増加が進んで

おります。原南学区社協は、住民同士の 「共助」を推進す
ることにより、支え合いの地域を目指し、次の事業につい
て、連携・連動させるよう取 り組んでおります。

鶉高齢者地域支え合い 「原南支え合い」

●いきいきサロン

介護予防事業の一つで、高齢者
の集い・通いの場であり、地域住
民が主体となつて運営・参加をお
こない、だれでも参加できる交流
の場です。 4地区 (上、中、西、
下)で実施されております。

ご近所の皆さんが協力して、高齢者の方へ声かけや見守  1生活相談窓回の設置
りを行い、お互い支え合えるまちを目指します。見守りを  住民同士支え合いのまちづくり
希望される方、見守りに協力していただける方は、原南学 をすすめるにあたり、支え合い・
区社協または東原・祗園東地域包括支援センターヘご連絡 支援が必要な人の情報収集・把握
ください:                       が最も重要な課題です。次のとお

●住民主体型生活支援訪問サービス           リ、総合相談窓口を設置しており

地域包括支援センターと連携 しながら高齢者の 「ちょっ ますのでお気軽にご相談ください。

とした困りごと」の支援をしています。サービスの内容は、 スタツフー同、皆様のお越しをお

掃除やゴミ出し、家屋や家具の簡単な修理などがあり、高 待ちしております。

齢者が地域で自立していくための支援です。      相談窓口 毎週 月曜日から土曜日

(イ メー ジ図 )

|‖ 談時間 13時～15時

場  所 原南集会所内 社協相談室

8  0 8 2-9 6 2-9 8 9 8(FAXメキ涎丑)

◎電話でも受け付けます
支え合い 3事業 生活相談窓口

高齢者地域支え合い

(原 南支え合い)

令和5年度原南学区募金実績額

街   頭   募  金 63,218

中 田丁 内
△
ム 153,000

中 通 り 自 治 会 59,800

西 田丁 内
△
ム 57,500

上 田丁 内
△ 51,000

上 第 二 町 内 会 36,000

長 和 久 町 内 会 24,000

学 区 内 有 志 募 金 154,000

△
口 計 598,518

(令和5年 12月 31日 現在 :単位円)

対象者の

対象音の情報提供

支援サービスの提供

原南学区支え合い生活支援協 会

(支え合い 。生活支援・サロン等関係者)

令和 5年度 共同募金
原南学区においては、令和 5年 10月 1日 、フレスタ祗園店とゆ

めテラス祗園の 2か所で街頭募金活動を実施 しました。当日の募
金活動参加者は、民児協 5名 、女性会 4名 、更生保護女性会 1名 、
社協 3名 の13名 でした。街頭募金額は、昨年度とほぼ同様の6万
3218円 でした。

また、街頭募金のほか町内会・自治会での個別募金や学区内有
志の募金が大きな割合を占めており、関係者のご協力に深く感謝
いたします。今年度の原南学区共同募金実績額 (12月 末現在)は単
右上のとおりです。

●いきいきサロン

健康体操
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■

―
ｒ
ｒ

サ
ロ
ン

地
区

西
町
内
会
い
き
い
き
サ

ロ
ン
で
は
、

た
こ
焼
き
を
焼
い
て
食
べ
た
り
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
ペ
タ
ン
ク
を
し
た
り
、

い
つ
も
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

人
月
は
ォ
セ
ロ
ゃ
ト
ラ
ン
プ
で
ゲ
ー

ム
大
会
を
、
十

一
月
、
十
二
月
は
恒
例

の
干
支
の
置
物
を
子
ど
も
会
の
皆
さ
ん

と

一
緒
に
作
り
ま
し
た
。
子
ど
も
達
に

は
い
つ
も
元
気
を
も
ら

つ
て
い
ま
す
。

良
い
交
流
が
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
け

た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
ペ
タ
ン
ク
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
方
を
講

師
に
迎
え
て
の
勉
強
会
な
ど
を
計
画
し

て
い
き
ま
す
。
興
味
の
あ
る
行
事
だ
け

の
参
加
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
町
内
会
の
掲

示
板
で
毎
月
案
内
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ま
だ
ま
だ
猛
暑
の
九
月
で
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
漸
く
解
放
さ
れ
、
後
半

の
ス
タ
ー
ト
は
、
恒
例
の
支
援
セ
ン
タ

ー
の
地
区
担
当
の
方
を
講
師
に
招
い
て

「特
殊
詐
欺
被
害
」
の
予
防
現
状
に
つ

い
て
の
お
話
で
し
た
。
ま
す
ま
す
巧
妙

に
な

っ
た
手
口
に
は
驚
き
の
連
続
で
し

た
。
十
月
は
、
秋
の
気
配
を
感
じ
な
が

ら
、
ち
よ
つ
と
し
た
バ
ス
旅
行
を
企
画

し
て
、
初
め
て
古
江
の
炭
火
割
烹
の

「

厳
遊
庭
」
に
出
か
け
ま
し
た
。
天
候
に

恵
ま
れ
て
風
光
明
媚
な
瀬
戸
内
海
を

一

望
し
な
が
ら
、
豪
華
で
、
楽
し
い
食
事

に
皆
さ
ん
で
満
喫
し
た
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。
十

一
月
は
集
会
所
で
、
み

ん
な
得
意
の
ペ
タ
ン
ク
を
楽
し
み
、
十

二
月
は
、
早
々
に
忘
年
会
を
兼
ね
て
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
商
品
を
選
ぶ
楽
し
み
、

コ
ロ
エツ
か
」亡
心

れ
て
久
方
ぶ

り
の
顔
を
合

わ
せ
て
食
事

〈
ム
。
　
こ
の
　一

年
を
乗
り
越

え
た
安
堵
し

た
気
分
の
サ

ロ
ン
で
し
た
。

下
地
区

九
月
は
東
原

・
祗
園
東
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
長
の
久
保
田
氏

を
講
師
に

「
Ａ
Ｃ
Ｐ
」
人
生
会
議

に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。
も
し

も
の
時
に
備
え
て
、
思
い
を
伝
え

る
こ
と
は
本
当
に
大
切
だ
と
思
い

ま
し
た
。

十
月
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
。
十

一

月
は
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
。

十
二
月
は
、
子
供
会
行
事

「餅

つ
き
大
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

子
供
達
と
小
餅
を
丸
め
る
作
業
を

楽
し
み
、
美
味
し
い
ぜ
ん
ざ
い
等

を
頂
き
ま
し
た
。
御
世
話
し
て
下

さ

つ
た
方
々
に
感
謝
し
、
来
年
も

元
気
に
参
加
し
た
い
と
思

っ
た
楽

し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。

九
月
、
各
々
の
思
い
出
の
曲
名

と
そ
の
理
由
を
発
表
し
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
十
月
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
。
十

一
月

「ぉ
手

玉
遊
び
」
は
色
々
遊
び
方
を
懐
か

し
む

一
日
で
し
た
。
十
二
月
、
恒

例
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
。
民
生
委
員

さ
ん
の
お
世
話
で
歌
、
輪
投
げ
な

ど
参
加
者
４０
名
で
楽
し
み
ま
し
た
。

「腰
が
痛
い
ん
よ
」

「
一
人
で
家

に
い
る
と
、
こ
ん
な
に
大
声
で
笑

わ
ん
ね
」
な
ど
の
声
も
あ
り
、
爆

笑
の
中
、
頑
張
り
ま
し
た
。
成
績

は
、
ご
想
像
に
お
ま
か
せ
し
ま
す
。

次
回
は
新
年
会
。
歌

っ
て
踊

っ

て
？
ゲ
ー
ム
で
す
。

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

地
区

上
地
区
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中
町
内
会

高
野
　
誓
吾

（八
十
六
歳
）

一　
健
康

へ
の
心
掛
け

今
、　
一
番
私
の
健
康
に
苦
労
し
て
い
る
の
は
、
日
に

よ
っ
て
痛
み
が
変
わ
る
腰
、
膝
の
具
合
の
手
立
て
で
す
。

腰
、
膝
の
最
初
の
痛
み
が
張

つ
た
時
の
安
易
な
治
療
を
反

省
し
て
い
ま
す
。
今
、
二
本
の
介
護
用
杖
を
共
に
し
て
散

歩
を
ノ
ル
マ
に
し
て
い
ま
す
。

二
　
今
ま
で
で

一
番
の
思
い
出

昭
和
三
十
七
年
の
春
、
九
州
の
宮
崎
か
ら
広
島
の
商
社

に
就
職
。
中
国
地
方
を
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

年
の
十
二
月
生
ま
れ
て
初
め
て
広
島
で
雪
が
降
る
の
を
見

た
時
の
感
動
は
、
今
で
も

ハ
ッ
キ
リ
ロ
に
焼
き
付
い
て
い

ま
す
。
ま
た
急
行
チ
ド
リ
で
松
江
に
行
く
と
膝

一
杯
の
雪

に
、
ま
た
感
動
し
た
も
の
で
し
た
。
昭
和
三
十
八
年

一
月
、

大
雪
の
年
だ

っ
た
と
後
で
聞
い
て
驚
き
で
し
た
。

〓
一　
生
き
甲
斐
は
何
で
す
か

生
き
甲
斐
は
な
ん
で
す
か
？
と
問
わ
れ
る
と
直
ぐ
に
、

嬰
礫

（カ
ク
シ
ャ
ク
）
と
い
う
字
を
思
い
出
し
ま
す
。
人

十
六
歳
の
今
で
も
ま
だ
細
々
と
仕
事

へ
の
熱
い
思
い
が
続

く
限
り
、
嬰
礫
と
し
て
頑
張

つ
て
み
よ
う
か
と
思

つ
て
い

ま
す
。四

　
人
生
の
先
輩
と
し
て

一
言

人
生
の
先
輩
と
し
て

一
言
は
と
言
わ
れ
る
と
、
自
分
の

後
悔
し
た
反
面
教
師
の
言
葉
し
か
浮
か
ば
な
い
。　
一
流
に

な
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
何
事
も
、
基
礎
を
し
つ

か
り
身
に
付
け
る
こ
と
、
小
さ
い
頃
の
息
子
に
何
度
も
暗

示
に
か
け
な
が
ら
。
で
も
自
分
に
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を

今
で
も
追
い
続
け
て
い
る
所
で
す
。

～この1年、各地区・団体さまざまな行事が再開しました～

5月 町民運動会 9月 敬老会
10月 秋まつり

中通り自治会秋祭俵神輿

8月 夏まつり

:月 とんど
上地区

西原胡神社例大祭

中地区

このほかにも多くの行事が再開しています。地域のつながりを

大切に、今後とも皆様のご協力、ご参加をお願いします。

イヤー めでためでたが

トコセハ リセ

三つ重な りて・・ 。

編
集
後
記

広
報
紙

「社
協

原
南
学
区
」
が
第

一
〇
〇
号

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
記
事
を
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
皆
様
、
こ
こ
ま
で
発
行
を
繋
げ
て
い
た
だ

い
た
歴
代
の
社
協
役
員

・
広
報
委
員
の
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
、
発
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

社
協
会
長
　
　
金
剛
丸

襄

広
報
委
員
長
　
鷹
廣

　
純

河川敷に 2組そろいました
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